
















年二月・三月・九月に米国ミズーリ州の Southeast Missouri State 
Universityの学生 164人（全員英語母語話者）を対象として収集されたも





























名前を呼びかけたり、“ That’s a good idea! ” のように共感を示したりする
ものがこれにあたる。二つ目は「ネガティブ・ポライトネス・ストラテ
ジー」で、謝罪 (“Excuse me, but ~.”や “I’m sorry, but ~.”)や仮定法を用い
た依頼 (“Could you ~?”)のように、話し手と聞き手の間の心理的な距離
感を大きくする効果がある表現である。そして、三つ目が「オフ・レコ
ード・ストラテジー」で、窓を開けてほしい時に直接そのことには言及


























研究に関わる指導は行っていない。第 2回と第 3回、第 7回と第 8回に
はポライトネスには欠かせない「仮定法」の概念の理解を促すために、
文法問題とその解説を行った。また、第 3回では、pretestの後にポライ
一年生 二年生 三年生 四年生 総計
2012年度
A 26 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0)
55 (3)
B 29 (2) 0 (0) 0 (0) 0 (0)
2013年度
A 24 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)
48 (0)
B 17 (0) 1 (0) 5 (0) 1 (0)
C 17 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 17 (0)
計 113 (3) 1 (0) 5 (0) 1 (0) 120 (3) 
─38─
トネス全般の理論的な部分についての解説も行っている。第 4回と第 6
回、第 9回と第 11回、第 12回と第 14回では、ブラウンとレヴィンソ
















第 01回 オリエンテーション 第 15回 英語の発音について１
第 02回 文法課題（時制１） 第 16回 英語の発音について２
第 03回 文法課題（時制２）、pretest 第 17回 英語での議論について１
第 04回 Positive Politeness Strategy 1 第 18回 英語での議論について２
第 05回 Speech Act 1 [Compliment] 第 19回 英作文と議論１
第 06回 Positive Politeness Strategy 2 第 20回 英作文と議論２
第 07回 文法課題（助動詞１） 第 21回 英作文と議論３
第 08回 文法課題（助動詞２） 第 22回 英作文と議論４
第 09回 Negative Politeness Strategy 1 第 23回 英作文と議論５
第 10回 Speech Act 2 [Suggest] 第 24回 ロール・プレイ１
第 11回 Negative Politeness Strategy 2 第 25回 ロール・プレイ２
第 12回 Off-record Strategy 1 第 26回 ロール・プレイ３
第 13回 Speech Act 3 [Complain] 第 27回 ロール・プレイ４、delayed posttest




促した。例えば「提案」では「let’s ~」や「shall we ~」は出現頻度がかな





設けた。まず、第 15回と第 16回で英語の発音について学習し、第 17
回と第 18回で英語での議論の仕方について学習した。それらに基づき、

















要 望：I want you to start delivery.
回 答：Thank you for your opinion.  But we can’t start delivery because coop is so busy 
in lunchtime.  We have too many students.  So coop can’t deliver for all students 
enough service.  We deliver you that we can’t deliver you, sorry.
─40─
　そして、本研究での指導効果を測定するために、第 3回で pretestを、






























（水島 , 2011, 80をもとに著者が改定）
表現パターン 基　準 配点
I think you/we should …
Maybe you/we should …







Why don’t you/we …?
























I wonder if …














（１）You should wear the black shoes.














2012年度でF(1, 2) = 0.11、2013年度で F(1, 2) =1.79、「前期群」では F(1, 
2)= 0.43となり、いずれも有意差は確認されなかったが、出題形式につ












mean ANOVA)を使用して分析した。なお、N = 29. 18（調和平均）と仮
定している。すると、群による主効果は認められなかった(F(1, 































る主効果及び交互作用は認められなかった（それぞれF(1, 2)= 0.69, F(1, 
2)= 2.94）。出題形式１と同様に、TOEICのスコアや明示的指導の時間
による影響は少なかったものと推察される。一方、テストによる主効果


























Nancy, you should wear black shoes.
Nancy, I think you should wear black shoes instead of
　its white ones. This party is not so casual.
Oh! Nancy, you should wear black shoes. The letter





You should have the black shoes.
I think this black shoes is nice for the party. How about
　wearing this sho





Tim, it will rain soon. Let ’s go with umbrellas.
Excuse me, could we play basketball together? I wanted
　to play basketball with you, Andrew Aston.
Excuse me, but would you mind me opening window? I





Shall we have an umbrella?
Do you like basketball? Why don't you play basketball
　if you are free?




























































あり、その有効性と正当性は Hartford and Bardovi-Harlig (1992) や Beebe 
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